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研究成果の概要（和文）：本研究の主な成果は以下の通りである。
(1)土地制：古チベット語の土地文書の断片は現在のところ13点確認される。そのうち1点は中国国家図書館所蔵敦煌文
書で本研究により初めて確認された。これらを分析した結果、土地調査が帝国内で一律に行われていたことが明らかに
なった。 (2)税制：①チベットの前線基地に派遣された兵士たちが土地を与えられて屯田を行うと共に、納税も行って
いたことを明らかにした。②チベット支配下敦煌における写経事業が古代チベット帝国の外交成功（四国会盟成立）を
顕彰したものであることを突き止めると同時に、事業にかかる費用が様々な名目で敦煌住民から徴税されたことを明ら
かにした。

研究成果の概要（英文）：The main achievements of this research project are following points: 
(1) Land system: Thirteen fragments of the Old Tibetan land registry are currently found. One of them is a
n official land registry preserved in the National Library of China, which is newly discovered by this res
earch.  The analysis of these documents apparently indicates that there existed a uniform land survey thro
ughout the Old Tibetan Empire. (2) Tax system: (a) Tibetan soldiers stationed in the fort along the front 
line were allotted a certain extent of the land, from which the land tax was levied. (b) The sutra copying
 project in Tibetan-ruled Dunhuang started in commemoration of the diplomatic success, i.e. the conclusion
 of treaty between Tibet and three states (Tang China, Uighur, Nanzhao) of 822-823. All costs of the proje
ct were levied from Dunhuang inhabitants in various taxes. 
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１．研究開始当初の背景 
 古代チベット帝国の国家制度は、従来中世
チベット語史料や漢語編纂史料に依拠して
研究が進められてきたこともあって、必ずし
もその詳細は明らかになっていなかった。し
かし現在、古チベット語史料の環境は劇的に
変化し、特に今まで未出版であった出土史料
が次々と公表されている。またそれに伴いチ
ベット語読解のレベル自体も格段に深化し
つつあった。これら出土史料を十二分に利用
すれば、今まで未解明であった古代チベット
帝国の国家像を一定程度提示することが可
能な状況になりつつある。 
 かかる状況のもと、本研究代表者は主に出
土史料に依拠しつつ、2003 年以来チベット
帝国の軍制や土地制について研究を行って
いた。その結果、本研究を開始する以前に基
本資料は既に揃い、またある程度の研究見通
しをついており、採択すればすぐさま研究を
開始できる状況が整っていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中央アジア出土の古チベッ
ト語および漢語文書史料を活用して、古代チ
ベット帝国(吐蕃)の統治制度、特に税制と土
地制を明らかにすることであった。これによ
り、従来未解明であった古代チベット帝国の
統治体制の一端を明らかにし、古代チベット
帝国の国家像を提示しようとした。それを通
じて、７—９世紀の中央ユーラシア地域の具
体像の構築に寄与することを目指していた
のであった。 
 
３．研究の方法 
 中央アジア出土文書ならびに関係資料の
うち、すでに出版されているものやオンライ
ンで公開しているものについて網羅的に収
集し、総合的に研究を進めた。特に重要文書
については、所蔵している各機関（大英図書
館、フランス国立図書館、ギメ東洋美術館）
に出向き、税制・土地制に関する文書を実見
した。 
 得られたデータを元に学会発表し、関係す
る研究者のコメントを得て個別の論文とし
て発表した。 
 
４．研究成果 
 
（1）土地文書の研究 
・ 現存する古チベット語の土地文書を網
羅し、その内容を分析して学会発表、
論文を出版した。 
・ 古チベット語の土地公文書の内容とそ
こに押されている公印との齟齬につい
て研究し、チベット帝国における農・
牧の区別と土地制との関係についての
見解を学会発表した。現在出版を計画
中である。 
・ 中国国家図書館（北京）所蔵の敦煌チ
ベット語文書の中に未出版の土地文書

を発見して内容を研究し、学会発表を
行った。現在出版を計画中である。 

 
（2）税制とそれに関連する研究 
・ 敦煌出土チベット語穀物倉会計文書の
研究を行い、その中に現れる古代チベ
ット独自の複数年度の会計制度につい
て指摘し、論文を発表した。 
・ チベット支配下の敦煌で大規模に行わ
れた写経事業に注目し、それら事業が
行われたきっかけが、古代チベット帝
国の外交成功（四国会盟成立）である
ことを突き止めた。また写経事業にか
かる費用が形式上は国庫負担になって
はいたものの、実態としては敦煌住民
の負担となっていたことを、敦煌文書
をから明らかにし、その成果を学会発
表した。 
・ チベットの前線基地にいる兵士たちと、
出身地にいる家族たちがどのように納
税を行っていたのかを、徴税単位 rkya
に注目して研究し、前線の兵士たちも
辺境の地で土地を与えられ、納税義務
を追っていたことを発見し、学会発表
を行った。 
 
（３）その他の主な成果 
・ 大英図書館所蔵スタインコレクション

Or.8210 中の古チベット語文書の悉皆
調査を行った結果、100 点弱の古チベ
ット語文書を発見し、Sam van Schaik、
Tsuguhito Takeuchiとともに目録を出
版した。 
・ 研究遂行中にチベット語公文書を通覧
した結果、共通する行政用語を幾つか
発見した。それらの意味と行政手続き
について研究を進め、学会発表を行っ
た。この結果については別のプロジェ
クトを立ち上げて網羅的に研究を進め、
順次論文として発表する予定である。 
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